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鉱種別 金属非金属鉱山 石灰石 亜 炭 石 油

年別 金属鉱山 非金属鉱山 鉱 山 鉱 山 鉱 山 合 計

平成２５年 （火災１） ２（重傷）
（非１（重傷））

２（重傷） ０ ０ ４
（非１）

平成２６年 １（重傷）
（非１（重傷））

１（重傷）
（発破１）

０ ０ ２
（非１）

平成２７年 （火災１）
（非１（重傷））

０ ０ ０ － ０
（非１）

平成２８年 ０ １（死亡） １（死亡）
（非１（軽傷））

０ ０ ２
（非１）

平成２９年 ３（重傷）
１（軽傷）

１（軽傷） １（重傷） ０ ０ ６

平成３０年 １（重傷）
（火災１）

２（重傷） （火災１） － ０ ３

平成３１年
令和元年

０ １（重傷） １（重傷）
１（軽傷）

－ － ３

令和２年
１（重傷）
１（軽傷）

０ ３（重傷）
１（軽傷）
（非１（重傷））

－ － ６
（非１）

令和３年 １（重傷） ０ ３（重傷） － － ４

（罹災者数：人）

※（－：鉱山無し）、（非：非鉱山労働者で外数）

中部管内の災害等の発生状況

坑廃水等 粉じん等 その他

０ ０ ０

１ ０ ０

０ ０ ０

１ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

（２）鉱害に関するもの（１）危害・風水雪害等に関するもの

（出典：鉱山保安統計月報）

（件数）
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対策1.鉱山保安マネジメントシステムの導入促進

対策事項の概要

○鉱業権者、鉱山労働者を始めとする関係者及び国は、一体となって鉱山保安マネジメントシステムの導入に取り組む。
○各鉱山の実態に応じたより最適な鉱山保安マネジメントシステムとなるように努める。

課題及び今後の方向性

成 果

１．課題

○各鉱山の実態に応じたより最適な鉱山保安マネジメントシス
テムとなるようにする必要がある。

２．今後の方向性

○開発された簡易リスクアセスメントに関するツールについて、
鉱山の実態に応じて活用等されるようにする。

○令和３年度は、立入検査等が少なかったので、マネジメントシス
テムの状況について、各鉱山において自己評価を行い、その
結果を提出していただくとともに、評価結果に対して取組のレ
ベルアップを図る指導を行っている。右の２つのグラフは、その
内容を集計して、グラフ化した。
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自己点検チェックリスト一覧
Ⅰ リスクアセスメント等に係る点検評価［ﾁｪｯｸﾘｽﾄⅠ］
（１）リスクアセスメントに対する経営トップの責任表明
Ｑ１：経営トップは、鉱山労働者に対し自らの意思としてリ
スクアセスメントの重要性を表明し、これを推進するため
の経営資源（組織・予算等）を整備しているか。

（２）リスクアセスメントの実施時期
Ｑ２:法令で定めた施業案変更等のとき以外にも、リスクア
セスメントを実施しているか？

（３）情報の入手
Ｑ３：リスクアセスメントを実施するに当たり、対象作業・作
業場所に関する情報を入手しているか？

（４）リスクの特定と鉱山労働者の参画
Ｑ４：入手した情報から保安を害する要因（リスク）につ
いて鉱山労働者を交えて特定しているか？

（５）リスクの見積もりと鉱山労働者の参画
Ｑ５：特定したリスクの大きさについて鉱山労働者を交えて
見積もっているか？

（６）リスクの優先度設定と低減措置の検討
Ｑ６：見積られたリスクに対して、対策の優先度を設定す
るとともに、リスク低減措置を検討しているか？

（７）リスク低減措置の実施と効果の評価・見直し
Ｑ７： リスク低減措置を設定した優先度に従い実施し、そ
の実施状況を確認しているか？

Ｑ８：実施したリスク低減措置による効果を評価している
か？

Ｑ９: 実施したリスク低減措置による効果の評価結果に基
づき、措置の見直しを行っているか？

Ⅱ マネジメントシステムに係る点検評価［チェックリストⅡ］
（８）保安方針
Ｑ10: 経営トップは、保安方針を表明しているか？
Ｑ11: 保安方針について、鉱山労働者に浸透するよう取り組んでい

るか？
（９）保安目標
Ｑ12: 保安目標を設定しているか？
Ｑ13: 保安目標を達成するために十分な環境整備が行われている

か？
Ｑ14：経営トップは保安目標の達成が自らの責務であることを認識

しているか？
（10）保安計画の策定
Ｑ15：保安目標を達成するために、保安計画（年間計画）を策

定しているか？
Ｑ16：保安計画の各取組に対して目標（期待される効果等）を

検討しているか？
（11）保安計画の鉱山労働者への浸透
Ｑ17：保安計画が現場の鉱山労働者まで浸透し、一丸となって実
行されるような仕組みになっているか？

（12）保安計画の実施状況の確認
Ｑ18：保安計画は、その取組が予定どおり実施されているか確認
できるようになっているか？

（13）保安計画の実行・確認・結果の反映
Ｑ19：保安計画を実行し、その進捗状況を定期的に確認し、その
結果を評価改善内容の検討につなげているか？

（14）保安目標、保安計画及びマネジメントシステムの振り返り
Ｑ20：保安目標（保安計画）について振り返り（評価・改善）

を行っているか？
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鉱山の保安監督指導にあたり、以下のとおり保安統括者
会議を開催する予定であったが、新型コロナウイルス感染拡
大防止の観点から中止し配付資料等を送付した。

１．日時：令和３年４月２３日（金）
１３時００分～１４時４５分

２．場所：ＫＫＲホテル名古屋 芙蓉の間
３．議題：
（１）中部管内の鉱山概況（管内鉱山の保安状況

等）について
（２）令和２年度第１３次鉱業労働災害防止計画の

実施状況について
（３）令和３年度における鉱山保安に係る取り組みにつ

いて
（４）令和３年度保安計画の作成について
（５）押印を求める手続の見直し等による経済産業省関

係省令の一部を改正する省令について
（６）鉱山における粉じん規制制度の見直しについて
（７）高圧ガス設備等の耐震性能を定める告示の廃止、

制定について
（８）眼の水晶体に係る放射線防護の在り方について

〔配布資料〕
議事次第
資料一覧
資料１ 中部管内の鉱山概況 中部版管内鉱山分布図
資料２－１ 令和２年度第１３次鉱業労働災害防止計画の実施状況について

（中部近畿産業保安監督部）
資料２－２ 第１３次鉱業労働災害防止計画の実施状況について

（中央鉱山保安協議会配布資料）
資料３ 令和３年度における鉱山保安に係る取り組みについて
資料４－１ 令和３年度保安計画の作成について
資料４－２ 令和３年度保安計画（記載例）配布用
資料４－３ 自己点検チェックリストによる自己評価表
資料５ 押印を求める手続の見直し等による経済産業省関係省令の一部を改正する省

令について
資料６ 鉱山における粉じん規制制度の見直しについて
資料７ 高圧ガス設備等の耐震性能を定める告示の廃止、制定について
資料８ 眼の水晶体に係る放射線防護の在り方について
資料９ 鉱山におけるドローン活用の手引きについて
資料10 Twitter（ツイッター）の紹介
資料11 ポリ塩化ビフェニル（ＰＣＢ）含有電気工作物について
資料12 管内の鉱業動向（中部経済産業局 鉱業課）
別添１ 掘り起こし調査等における高濃度PCB廃棄物等の発見事例

計画的処理完了期限後に発見された継続保管事例
別添２ 調査票

災害、鉱害、地震等自然災害に係る急報先について
令和３年度 東海北陸鉱山会 鉱業支援事業計画のご案内

令和３年度保安統括者会議

（９）鉱山におけるドローン活用の手引きについて
（10）ポリ塩化ビフェニル（ＰＣＢ）含有電気工作物に

ついて
（11）Twitter（ツイッター）の紹介
（12）鉱業課案件
（13）その他
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令和３年度鉱山保安標語等

（最優秀賞）
「危ないな」感じたその時すぐ行動 あなたの勇気が みんなを救う 藤原鉱山 川瀬 隆臣

（優秀賞）
見落とすな 毎日変わる危険箇所 小さな気付きで安全職場 岐阜鉱山 野瀬 哲男
おかしいな 思う気持ちを大切に 止める勇気でゼロ災害 金生山石灰石鉱山 野田 智志

（佳 作）
急なトラブル慌てるな 焦る心にブレーキを 設備を止めて危険予知 岐阜鉱山 武藤 秀宣
さあ確認 作業の前に一呼吸 決めたルールで安全作業 金生山石灰石鉱山 髙橋 由記
清掃を しないところに 危険あり キレイが保つ 安全職場 嵩山湯巻鉱山 呉本 智康
みんな見てます あなたの作業 手順守って 安全に 揖斐鉱山 小川 央
無理せず無視せず改善を みんなで作る安全職場 金生山石灰石鉱山 村田 仁美
慣れと油断は事故の元 合図と確認忘れずに 正しい作業で無災害 藤原鉱山 渡辺 健
災害は無理と油断と焦りから 早めに気づいてゼロ災害ヨシ！ 金生山石灰石鉱山 宮川 幸一
急ぐ時ほど危険が潜む 基本しっかり心にゆとり 珪組第一鉱山 徳永 修一
作業手順 これがベストと 思わずに 神岡鉱山 森瀬 鉄平

経済産業省では、毎年、全国鉱山保安週間（７月１日から７日まで）として「国民

安全の日（7月1日）」に合わせ、鉱山における自主保安活動を推進し、保安意識

の高揚を図ることにより、鉱山における災害及び鉱害の防止を図る機会として、また、

広く国民の皆様に鉱山保安に関する認識と理解を深めていただく機会として、昭和25

年度より実施しています。
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対策3.発生頻度が高い災害に係る防止対策の推進
対策事項の概要

課題及び今後の方向性

成 果

○平成２５年以降に発生した災害の事由別では、墜落、転倒、運搬装置（車両系鉱山機械、自動車）、取扱中の器材鉱物等のためが、
全体の約６７％を占めている。

○人間特性を考慮したリスクアセスメントの徹底や、本質安全対策等の検討を行う。

○ＨＰ、電子メール、郵送などで全国の災害発生状況並びにウェイトの高い墜落、転倒や運搬装置による災害等の災害発生原因及び
再発防止策等を周知した。

〇保安検査等において、リスクアセスメントに基づき災害防止策が講じられていることを確認し、不十分な場合は改善を指導した。

〇一般社団法人東海北陸鉱山会（以下「鉱山会」という。）の主催する自動車及び車両系鉱山機械講習会に講師を派遣し、自動車等
の災害防止措置等について講義した。

１．課題

○令和３年は、運搬装置（コンベア）による災害が１件、機械による災害が１件、墜落による災害が１件、しゃく熱溶融物１件が発生し、４
名の重傷者が発生した。

〇平成２５年～令和３年の期間においては、全３９件の災害が発生し、墜落、転倒、運搬装置（車両系鉱山機械、自動車）、取扱中の器
材鉱物等、機械のためが合計２６件発生しており、約６７％を占めている。

２．今後の方向性
○保安統括者会議において人間特性を考慮したリスクアセスメントの徹底や本質安全対策等の実施を働きかける。
○保安検査等において頻発災害発生の恐れが高い現場を確認するとともに、優良事例集を積極的に活用し指導する。

〇鉱山会の主催する自動車及び車両系鉱山機械講習会に講師として参加するとともに、保安講話において鉱山の実情に併せて頻発
災害の防止について周知する。
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対策4.基盤的な保安対策と新技術の推進

対策事項の概要

課題及び今後の方向性

成 果

○一歩誤れば重大災害等に直結することを勘案し、次の事項について基盤的保安対策として推進。

・ 露天掘採場の残壁対策 ・坑内の保安対策 ・粉じん防止を含む作業環境の整備

〇新技術を鉱山保安分野に活用している事例の情報提供を行う。

○露天採掘場の残壁対策
仮残壁が施業案どおりでない鉱山に対し、立入検査において改善を指導。

〇粉じん作業環境の整備
鉱害等検査（粉じん）を坑内作業場について実施し、測定結果の評価が第２管理区分並びに第３管理区分となった箇所
については、改善指導を行った。

１．課題
〇長大残壁が形成されている鉱山にあっては、最終残壁の位置、規格等を確定し、継続的な測定・監視をする必要がある。
〇一部の坑外粉じん作業場及び坑内粉じん作業場が管理区分２又は３となっている。
２．今後の方向性
〇当該鉱山では今後も測定を継続し、データを蓄積することで精密な岩盤の変動状況を把握する。
○各鉱山の粉じん作業場の評価結果等を参考として、効果的な鉱害等検査（粉じん）を実施し、必要な改善の指導を行う。
〇新技術活用事例を鉱山保安研究会等で情報提供を行う。
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対策5.現場保安力の向上

対策事項の概要

課題及び今後の方向性

成 果

○保安検査や災害発生に伴う立入検査時に単独作業及び修理作業、また、定常作業及び非定常作業の内容や頻度等の状
況を確認し、リスクアセスメントやＫＹ活動の実施等を指導した。

○鉱業権者は、請負作業者を含め、単独作業及び修理作業、また、定常作業及び非定常作業に携わる者の災害を防止す
るため、鉱山全体での保安管理に努めるものとする。

１．課題

〇平成２５～２９年（第１２次計画）に発生した２１件の災害でｊは、非定常作業は８件（約３８％）、罹災者がある１８件の災害
において、請負作業者は１件（約６％）、単独作業は１５件（約８３％）であった。

〇平成３０～令和３年（第１３次計画）に発生した１８件の災害では、非定常作業は７件（約３９％）、罹災者がある１６件の災
害では、請負作業者は５件（約３１％）、単独作業は１１件（約６９％）であった。

２．今後の方向性
〇単独作業による災害を防止するため、鉱山に保安教育を検証させ、効果的な手法を実施させる。
また、鉱山及び作業者に作業手順書を遵守させるとともに、作業手順書の内容が不十分な場合は指導する。

○定常作業、非定常作業とともに新規作業を行う際は、事前のリスクアセスメントの実施と災害防止に必要な措置の徹底を
指導する。
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対策6.国・鉱業関係団体等の連携・協働

対策事項の概要

課題及び今後の方向性

成 果

○鉱業関係団体は、民間資格制度（保安管理マスター制度）の創設運用等、鉱山災害防止のための活動を積極的に実施。

○鉱業関係団体及び国は、保安レベルの継続的な向上につながるよう連携・協働を促進。

○石灰石鉱業協会等主催の「保安管理マスター制度」について、管内鉱山に対し適宜紹介した。
○鉱山会が主催する「講習会」において、職員を派遣して鉱山保安法令の講習を行った。 （４講習会）
○鉱山会との共催で「鉱山保安研究会」を開催した。

○鉱山会が発行する「保安通信」の監修を行い、災害統計や保安対策の留意事項等を発信し、災害防止対策に役立ててい
る。（「保安通信」は紙媒体で年間１２回発刊）

１．課題
〇講習会等に管内鉱山の出席を促すとともに、参加者の理解が深まるよう講習内容の充実を図る必要がある。
２．今後の方向性

○「保安管理マスター制度」に対して講師を派遣し、保安検査等の機会に、管内鉱山に対し制度の紹介を継続する。
○鉱山会主催の講習会には引続き職員を派遣し、協力を図るとともに、講習科目及び内容の充実を図るため助言を行う。
○「鉱山保安研究会」を開催し、保安優良事例等を紹介し、管内鉱山の保安確保のために役立てる。
○「保安通信」を活用して、引続き鉱山に有用な保安対策等の情報を提供して、災害防止に役立てる。
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令和３年度 鉱山保安研究会
令和３年度 鉱山保安研究会次第

令和３年１１月１０日
於：KKRホテル名古屋

（１） 主催者挨拶 １３時３０分 ～ １３時４５分
中部近畿産業保安監督部長
一般財団法人東海北陸鉱山会 会長

（２） 事例発表
① 神岡鉱業（株）鉛部門における最近の諸改善

神岡鉱山（神岡鉱業株式会社）
金属リサイクル工場 鉛製錬係兼技術係 肥後 孝良 氏

１３時４５分 ～ １４時２０分

② 保安・防災に関する当社の取り組み
矢橋工業株式会社
生産本部 赤坂事業部 製造課長 岩田 靖広 氏

１４時２５分 ～ １５時００分

－ 休憩（１５分間） －

（３） 特別講演（一般財団法人東海北陸鉱山会主催）
１５時１５分 ～ １７時００分

演 題：～元戦闘機テストパイロットが語る～
テストフライトから学ぶ安全管理

講 師：航空機製造会社顧問 渡邉 吉之 氏


